
新年のご挨拶

空き地・空き家の解消に向けて

　昨年は、サッカーワールドカップが開催され、惜
しくもベスト8は逃したものの、強豪ドイツ、スペ
インを破り「ドーハの歓喜」として国民に感動を与
えました。
　一方、昨年来のウクライナ紛争により世界中で食
料品や原材料が高騰するとともに円安が進行し、国
内ではコロナ第7波・8波の影響により個人消費が
低迷し景気の先行きは不透明であります。
　我が国ではすでに少子高齢化社会に突入し、空き
家は約850万戸、空き家率は13.6％と過去最高と
なっております。折しも本年より所有者不明土地の
解消に向け、民法等一部改正、相続土地国庫帰属
法、相続登記義務化が段階的に施行されます。
　本会では国交省「不動産業ビジョン2030」に記
載の「不動産のたたみ方」を消費者に啓発するた
め、今春消費者セミナーとしてタレントの実体験を
基に「実家じまい」についての重要性やノウハウを
お伝えすることとしております。
　このようななか、本会では空き地・空き家対策と
して昨年末の税制改正にて「低未利用地100万円控
除」および「相続3,000万円控除」の延長・拡充を
要望し、それぞれ譲渡価格800万円への引き上げ、
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譲渡後の除却工事等が実現されました。
　皆様におかれましてはこれら税制等各種制度を活
用され、依頼者の空き地・空き家解消の一助として
貢献されますことを切に望むものであります。
　また、マイナンバーカードの普及など政府のデジ
タル化施策に対応し、電子契約システム「ハトサポ
サイン」、BtoB機能を充実した「ハトサポBB」、「宅
地建物取引士Web法定講習システム」の整備など
引き続き業務のデジタル化を推進して参ります。
　本会では現在、ハトマークのブランディングを見
直しており、「みんなを笑顔にする」不動産のパー
トナーとしてのハトマークやキャッチコピーを検討
しております。これにより皆様がより地域に寄り添
い、消費者に信頼される会員企業となれることを想
定しております。
　終わりに2023年が皆様にとって良き年となるこ
とを祈念し、新年の挨拶といたします。

令和5年の年頭にあたり、一言ご挨拶申し上げます。




